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実施概要

【事業実施体制の強化】
主担当に加え副担当を配
置。2名体制とし、事業実

施を安定化。
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実施概要

【グループワークテーマ】
参加者それぞれのニーズに注目し
「テーマ別」「地域別」の２回実施。
それぞれに複数の選択肢を設けた。

【オープンチャット】
コミュニケーション促進を目的に、
参加者限定のLINEオープンチャッ

トを開設した。
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参加者傾向【所属クラブ（所属がない場合は県協会名or職業）】

0 1 2 3 4 5

静岡県ライフセービング協会
沖縄県協会

由⽐ガ浜サーフライフセービングクラブ
湘南GoldenAgeアカデミー

福⼭ライフセービングクラブ
湯河原LSC

⻑崎県協会、⻑崎県北LSC
サップインストラクター

熱川LSC
NPO法⼈逗⼦サーフライフセービングクラブ

館⼭SLSC
南伊⾖ライフセービングクラブ

千葉県
島根県

式根島LSC
広島SLSC、神⼾LSC、⻄浜SLSC

天橋⽴LSC

参加者数
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参加者傾向【主な活動地域（都道府県名）】

0 1 2 3 4 5 6

沖縄県

神奈川県

静岡県

千葉県

広島県

島根県

京都府

東京都

⻑崎県
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参加者傾向【JLA所有資格など】

指導員の参加が最多。
学校教育関係者にも複数名
応募いただいた。
※重複回答あり
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ジュニア活動について

現役指導者が大半。意欲的な新規指導者は
1/5程度おり、グループワークとして独立さ

せてもいい人数比。
→話し合いの内容を考えても新規指導者と
既存指導者を分けるのがベスト。
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e-Lifesavingを知っていますか

第1回クラブハウスの同様の質問では、はいが63%であった。
知っている方が増えている結果となった。

※参加者傾向の違いや、参加者の少なさを考えると単純比較はできないが、
長期で記録することで、浸透してきている様子は窺えるかもしれない。

参加者情報とのクロス集計で、どの層へのアプローチが少ないのか分析す
るのが、今後の広報の助けになるかもしれない。
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ジュニアライフセービングバッジテストを知っていますか

第1回クラブハウスでは、同様の質問における、利用したこと
があるの回答は33.3%であった。

e-Lifesavingアンケート同様クロス集計を活用し、普及率や広
報などに言及していきたい。
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過去に当ジュニアクラブハウスに参加したことがありますか

参加者情報として取得。継続して
参加する方が増えるのが望ましい。

クロス集計に活用する。
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クラブハウスの開催についてどのように情報を得たか

広報の手法に関する振り返り。
参加者の多くは、ライフセーバーズにより情報をキャッチしている。

→ライフセーバーズを出すタイミングを効果的に。複数回出す。アクセスし
やすい告知方法に配慮すること。

※ホームページを用いた広報として、年間スケジュールが出せるなら、クラ
ブハウスページにて、申込フォームを常設する。
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グループワークの希望グループアンケート

【参加者傾向】

・リピーター（指導経験者多数）
【 近隣地域 < ★遠方地域 】

★交流会を希望

・初回参加者（未経験者多数）
【 ★近隣地域 > 遠方地域 】

★課題解決を希望。気になることが明確



JLA Jr LIFESAVING CLUBHOUSE

JLAジュニアライフセービングクラブハウスへの参加回数

リピーターは指導経験者が多数。未経験者は初めて参加の
みであった。2回目参加までに全ての人が指導経験を得ら
れたとは考えにくいので、指導未経験者が複数回参加しや

すい運営のためにはどうすべきかも課題。
指導経験者が何度も参加しているのは良い傾向である。
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参加動機

他のジュニアライフセービング指導者との交流 4

所属団体、⾃⾝の指導、環境などについて相談したいことがある 3

ジュニアライフセービング関連の集まりに参加したい 2

⾃⼰研鑽のため 2

野外教育やマリンスポーツなど各種プログラム指導者との交流 1
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運営



JLA Jr LIFESAVING CLUBHOUSE

ジュニア活動に参加していない人たちのニーズ

0から立ち上げるのはハードルが高いと考えられるが
今回のアンケートではニーズが高い結果となった。以下参加者情報からの推察

・地方のため周囲に参加できるプログラムがない指導者
・自然体験、マリンスポーツなど他の活動に従事する指導者

・パトロール業務が軌道に乗っているためジュニア活動に興味がでた団体の参加者
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ジュニア関連資格を持っていない認定ライフセーバーの
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８、次年度事業案

「地域クラブ全てにおいてジュニアライフセービング活動を」力強く後押しします！！

•ジュニア教育指導者プラットフォームを形作るための、基礎的な情報交換空間の構築を目指します。各JLA委員会と
連携することで、学生など幅広い参加を促し、ここで得られた様々な実践知をJLA資格に還元します。

定期開催事業化（2022年度は春、秋に開催予定です）

•ライフセービング教育の実態調査報告書により、関心度が高かったクラブや、現在未実施のクラブへの積極的な広報
を行い、クラブハウスへの参加を促します。事業立ち上げ時の問題を解決できる、グループテーマを設定します。

スタートアップ支援

•実際にジュニアプログラムを運営する中で関心の高いテーマについて、テーマを絞った意見交換や、先行事例の紹介
などを実施します。

ジュニア指導者コミュニティの活性化

第1回からの改善状況

【振り返り】
・定期事業化→◎（実施）
・スタート支援→○（財団助成クラブへの狙い撃ち広報）
・コミュニティの活性化→○（テーマ別グループワーク）

【次年度改善案】
・定期開催事業化（実施回数増）
ねらい「仲間を意識できる企画づくり。」
・スタートアップ支援
訴求点／近隣地域との交流、具体的な課題解決→地域別クラブハウ
ス、詳細な課題別グループワークなど）
・活性化
年間を通した交流ツール=オープンチャット年間運営


